







その他のタイトル <Notes>Folkloric Notes concerning the Geomancy
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（8）渡邊前掲　ユ990
（9）朝鮮総督府・村山智順『朝鮮の風水』国書刊
　　行会　1931（1972復刻）
（10）牧尾良海は数多くの風水に関する思想史的研
　究がある。年代別に列挙すると，「風水思想
　　小考一郭灌とその前後一」『福井博士類寿記
　　念「東洋文化論集」』　1969，「デ・ホロート
　　風水思想の歴史と其の専家たち」『大正大学
　　研究紀要』第56号ユ970，「風水思想の一局面
　　一四神相応について一」『密教学研究』第3
　　号ユ97ユ，「デ・ホロート風水思想の歴史と其
　　の専家たち」『大正大学研究紀要』第57号1971，
　　「風水思想における四神について」『東方宗
　　教』第40号1972，「弘法大師と風水思想」『御
　　誕生千二百年　弘法大師研究論集智山学報』
　　第22号1973，「朱子と風水思想」『梶芳博士類
　　寿記念論集「仏教と哲学」』1974，「道教と風
　　水思想」『吉岡博士還暦記念『道教研究論
　　集」』ユ977，「風水思想と仏教」川崎大師
　　教学研究所紀要「仏教文化論集2」』1977，
　　「風水思想の伝来と批判説」『三蔵』193・
　　194号大東出版社　1980，「風水思想と科学
　　の間（上）」『川崎大師教学研究所紀要「仏教
　　文化論集」3』1981，「風水思想と中国山
　　水画」（安居香山編）『識緯思想の綜合的研
　　究』1984などがある。
（1！）デ・ホロート（牧尾良海訳）『中国の風水思
　　想一地相術のバラード』第一書房1986
（12）鄭正浩「台湾における風水の伝承」『牧尾良
　　海博士類寿記念論集「中国の宗教・思想と科
　　学」』国書刊行会　ユ984等があげられる。
（13）台湾の風水に関しては，鄭前掲論文があげら
　　れる。
（14）三浦國男『中国人のトポスー洞窟・風水・壼
　　中天一』平凡社　1988
（ユ5）竹田旦『木の雁一韓国の人と家一』サイエン
　　ス社1983や建築学の方からは，朱南哲（野
　　村孝文訳）『韓国の伝統的住宅』九州大学出
　　版会1981などがある。
（16）赤田光男『祖霊信仰と他界観』人文書院
　1985，「沖縄の風水信仰について」『村構造
　　と他界観』雄山閣　1986，などがあげられる。
（ユ7）渡邊欣雄や窪徳忠の研究があげられる。窪は
　　中国文化が沖縄に与えた影響をみるという視
　　点から研究している。窪「中国の后土信仰と
　　沖縄」『沖縄の外来宗教一受容と変容』弘文
　　堂1978などがある。
（ユ8）渡邊欣雄は現在，最も精力的に風水研究を行
　　なっている。これまでの主な研究は『風水思
　　想と東アジア』人文書院1990に収められて
　　いる。
（19）沖縄風水研究会が組織されており，『沖縄の
　　風水』平河出版社1990出版されている。そ
　　の内容は，島尻勝太郎「沖縄の風水思想」，
　　都築晶子「近世沖縄における風水の受容とそ
　　の展開」，目崎茂和「風水・風土・水土」，堀
　　田吉雄「風水とヤーノクシー南島の墓制をめ
　　ぐって一」，平敷令治「沖縄の亀甲墓」，赤田
　　光男「洗骨習俗と風水信仰一伊是名島の葬墓
　　制と祖先信仰一」，窪徳忠「沖縄県下の墓中
　　符について」，照屋正賢「近世琉球の都市計
　　画」，玉木順彦「沖縄本島北部の風水資料一
　　真喜屋村・稲嶺村の事例一」の8本の論文が
　　収められている。この本では，都築晶子が風
　　水思想を文献的に実証的に論じており興味深
　　い。また，玉木順彦が風水関係の資料を紹介
　　している点も興味深い。ともすれば，結局論
　　的に見えてしまう風水説に基づく村落景観を
　　資料を駆使して，実証的に論究している点は
　　高く評価できる。こうした資料に基づいた実
　　証的な研究方法は今後大いに参考にしていき
　　たい。
（20）自然方位と民俗方位とのずれ，そして研究者
　　によって構築された理論とのずれという点か
　　ら，その背後にある風水説に注目していった
　　と考えられる。笠原政治，鈴木正崇等は自然
　　方位と民俗方位とのずれに注目している。（笠
　　原「琉球八重山の伝統的住宅一その方位と平
　　面形式に関する覚書一」『民族学研究』39－2．
　　1974，鈴木「波照一間島の神話と儀礼」『民族
一227一
　　学研究』42－1．1977）
（21）歴史学の方から，古代の都市計画，例えば平
　　城京や平安京が陰陽道思想に基づいて建設さ
　　れたという研究等がある。（例えば，玉置豊
　　次郎『日本都市成立史』理工学社1974）地
　　理学では，環境評価の一因として家相に古く
　　から注目している。しかしながら，戦後は家
　　相研究は発達しなかった。近年，歴史地理学
　　の立場から，家相観の重層性を文献とフィー
　　ルドワークによって実証的に研究した小口千
　　明の研究が非常に興味深い。小口の研究方法
　　は今後大いに参考にしたい。（小口「家相観
　　にみる空間評価の相対性」『歴史地理学』
　　122号1983）
（22）渡邊欣雄『風水思想と東アジア』人文書院
　　1990（128－129ぺ一ジ）初出：『沖縄の社会
　　組織と世界観』1985
（23）牧尾良海「風水思想における四神について」
　　『東方宗教』第40号ユ972
（24）Feuchtwang　Stephn　D．R．1972”An　Antropo－
　　1ogical　Analysis　of　Chinese　Geomancy”
　　Taipei：So叫hern　MateriaI　Center
（25）玉置豊次郎『日本都市成立史』理工学社
　　1974
（26）吉野裕子『大嘗祭一天皇即位式の構造一』弘
　　文堂1987
（27）渡邊前掲1990
（28）村山修一『日本陰陽道史総説』塙書房1981
（29）高埜利彦「近世陰陽道の編成と組織」『尾藤
　　正英先生還暦記念会編　日本近世史論叢（下
　　巻）』吉川弘文館1984
（30）林淳は近世における陰陽師と他の民間宗教者
　　との間のトラブルについて，資料を提示して
　　いる。（林「近世陰陽師の活動と組織」『愛知
　　学院大学文学部紀要』1987）
（31）横山敬は江戸時代の家相書を広範囲に提示し
　　その特徴を示している。（横山「家相という
　　言葉と江戸時代の家相書について」『日本建
　　築学会学術講演梗概集（九州）』1981）また，
　　小口によると家相書の出版地は江戸，大阪が
　　中心であった。（小口前掲1983）
（32）玉置前掲1974
（33）沖縄では風水が良くないと村落全体が移動し
　　たりしたことがあった。（都築前掲1990）
（34）最近の書店には家相の本と並んで墓相に関す
　　るHOWTOものの書籍が多く並んでいる。
　　その内容は，正しい墓碑，墓碑の建て方・方
　　位などであり，正しい墓は幸福を招き，正し
　　くない墓は先祖供養がうまくいかないため不
　　幸になると教えている。
（35）横山前掲論文
（36）渡邊前掲書，具体的な事例に関しては，後半
　　部分で提示していきたい。
（37）渡邊前掲書
（38）玉置豊次郎「家相各派に就いて」『日本建築
　　学会論文報告集』69．1961
（39）横山前掲論文
（40）本節で取り上げる家相派，家相書は玉置，横
　　山，小口の論文を参照した。家相書に関して
　　はほとんどが現在のところ未見である。
（41）大阪，江戸が家相書の出版地の中心であった
　　ことは小口の研究で明らかにされている。ま
　　た，江戸時代，大阪を中心とする関西地方が
　　家相の専門的研究の中心地であったことが横
　　山の研究によって明らかになっている。（小
　　口前掲論文，横山前掲論文）
（42）伝達経路，伝達方法（担い手）といった点は
　　不明であり，今後に残された大きな課題であ
　　る。
（43）『愚子見記』井上書院1983
『愚子見記』に記載されている建築の吉日，方位
　　の吉凶などの内容は陰陽道文書の『董箆内樽』
　　と一致している点が多い，また，管見によれ
　　ば，家相書の建築の吉日，方位の吉凶などの
　　内容も『董箆内樽』と一致するものが多く見
　　受けられる。陰陽道が風水説の理論的な基盤
　　になっていることを考えると，陰陽書の中で
　　も『箆箆内樽』が大きな影響を与えていたの
　　ではないかと推定されるが，確固たる証拠は
　　なく，今後に残された大きな課題である。（本
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　論では，『神道大系　論説編16陰陽道』神
　　道大系編纂委員会1987を参照した。）
（44）玉置前掲論文
（45）横山前掲論文
（46）清家清『家相の科学』光文社1969
（47）例えば，宮野秋彦r家相の説と自然環境の相
　　関について」『日本建築学会研究報告』（東海
　　支部）1981，大下一司「家相の文献による方
　位の吉凶に関する研究一科学的視点からの水
　　廻り部に関する分析（その一）」『日本建築学
　　会大会学術講演梗概集』1985，須員高「家相
　　の文献による方位の吉凶に関する研究一科学
　　的視点からの水廻り部に関する分析（その
　　二）」『日本建築学会大会学術講演梗概集』
　　1985　などがある。また，平嶋道行は建築史
　　学的な視点から家相を取り上げている。（平
　　嶋「家相図に見る町屋の建築的変遷一「油屋」
　　本家と藤崎地区の町屋一」『日本建築学会研
　　究報告』（九州支部）1982）
（48）大下，須貝前掲論文
（49）1990年8月に置賜民俗学会の調査に参加させ
　　ていただいた時に収集した資料に基づいてい
　　る。
（50）1987年から1990年にかけて断続的に行なった
　　調査に基づいている。大芦集落の空間構成と
　　宅地の選定に関しては，拙稿「屋敷地の選定
　　と空間構成」『社会民俗研究』第2号1991を
　参照していただきたい。
（51）家相書に載らない家相に関しては，玉置が数
　例をあげている。例えば，「四畳半の室の半
　畳を室の中心に敷かない」「竿縁は床差しに
　　しない」「畳も床差しにしない」「畳はのの字
　　に敷く」「二枚建具は右前にする」「よんまい
　建具は中二枚は主たる部屋の側に立てる」な
　　どである。玉置はこうした事柄を建築史学的
　　な立場から分析しており，近世以前の建築に
　　はこうした禁忌は見られないことから，江戸
　　中期頃からの家相新派によるものではないか
　　と推定している。
　こうした屋内の室内意匠に関する俗信，禁忌等
　　は民俗学のこれまでの成果とも比較して考え
　　ていく必要があると思われる。例えば，畳に
　　関することだと畳が敷ける階層は限られてく
　　るため，階層差によっても変化が見られるか
　　もしれない。また，畳自体が日本の住宅の特
　　徴であり，諸外国との比較を考えていくうえ
　　でも何らかの視点の可能一性を提示してくれる
　　かもしれない。
（52）小口は「富士向き」という民俗方位が家相書
　　の内容と異なっており，方位に関する知識が
　　異ならていると報告している。
窪　徳忠編著『沖縄の風水』
　本書は，最近特に注目されつつある沖縄の風
水説に関する論考を集めたものである。窪氏が
編者を務めていることからも明らかなように，
中国との関係という視点から沖縄の文化を把握
しようとする動きと，沖縄県風水研究会が組織
されたことから本書は産声をあげた。本書には
以下の七つの論考と資料が収められている。島
尻勝太郎「沖縄の風水思想」，都築晶子「近世
沖縄における風水の受容とその展開」，目崎茂
和「風水・風土・水土」，堀田吉雄「風水とヤー
ノクシー南島の墓制をめぐって」，平敷令治「沖
縄の亀甲墓」，赤田光男「洗骨風俗と風水信仰
一伊是名島の葬墓制と祖先信仰」，窪徳忠「沖
縄県下の墓中符について」，照屋正賢「近世琉
球の都市計画」，＜資料紹介＞玉木順彦「沖縄
本島北部の風水資料一真喜屋村・稲嶺村の事
例」，都築晶子／玉木111頁彦「沖縄風水関連記事
年表」最近の風水研究の動向を知るのに，最も
適した書籍である。　　　　　　（宮内貴久）
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